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に ゅ うり ょ く ほ う ほう 


※P8 [ 六 字 の 入力 方法 を 見 て くだ さい 。 


※ 入 ・ リ ょ く 


※ 入 力 で きる 文字 数 は 、 ひら が な 24 文 字 ま で で す 。 


内 容 は 消え ます 。 


メニ ュー 画面 で 「 り っ た い ず か ん 」 を 選ぶ と 、 
「 り っ た い ず か ん 選択 画面 ] に な り ます 。 


較 | 方 向 ボタ ン の 左右 また は 上 下 で 、 し ら べ た い ジ ャ ン ル を 


きん たく 。 けっ て い 
選択 し 、 決 定 し ます 。 


「 ひ ら が な ボー ド ] と 同様 の 操作 方 法 で 立体 イラ スト を 


回 転 、 抜 容 、 縮 する こと が で きま す 。 


層 軒 | ボタ ン を 押す と 、 次 の イ ラ 入 ト を 表示 し ます 。 
叶 "区 ボタ ン を 押す と 、 前 の イ ラス ト に 戻り ます 。 
※P1 9 「 立 体 イラ ス ト の 操作 」 を 見 て くだ さい 。 


※ 左 右 の 太鼓 を た た く と 、 名 前 を 一 文字 ずつ 読み 上 げ ま す 。 


9 還 証 


に ゅ うり ょ く 


sm 入力 し た 文字 を ドラ も ん が 直上 げ て くれ る モー ド で す 。 
人 ツー コー 男 面 で 「 ボ イス さい せい ] を 選 叶 ぶ と 、 


「 ボ イ ス さ いせ い 画面 」 に な り ま す 。 


ほう ほう に ゅ うり ょ く 


な の と 呈 じ 方 法 で 文字 を 入力 し ます 。 
: 文 字 を 間 違 代え た 場 中 ボタ ン も し く は 青 ボ タ ン を 押す と 


に ゅ うり ょ く 


| 入力 し た 壇 学 を 一 文学 ずっ: 消す こと が で きま す 。 


- 障 | ep ス を あけ る と と が で きま す 。 







に ゅ うり ょ 


※ 「 ボ イス さい せい 直 面 か ら 抜 けた り 、 電 源 を 切る と 、 入 力 し た | 6 3 ラ 


AL/- 











※ パ ッ ケ ー ジ や 取扱 説 紅 の 画 前 人 真 お よび 商品 は 、 靖 
実際 の 画面 や 商品 と 多少 異な る 場合 が あり ます 。 





⑥ 〇 藤子 プ ロ 


・ 小 学 館 ・ テ レビ 朝日 ・ シ ン エ イ ・ADK @2010 EPOCH CO.,LTD. @2010 SSD COMPANY LIMITED 


な ら 











と りあ つか い せつ 』 めい 


革 中 


発 中 の も の で す 。 


遊ぶ 前 に 必ず 取扱 説明 書 を よく 読ん で か ら 使 用 し て くだ さい 。 







アル カリ 箇 池 を 


FOLK ビリ 目 軸 た) 上 Eh 叶 diODES 有 Et HP あみ な 三 は (9 介 っ g 向 cs 





人 遊 ぶ 前 に 必 3I ド 記 凛 と 取扱 説明 書 を よく 読ん で か ら 使 用 じ で くだ さい : 


注 高 ( ち ゅ うい ) 
ほ ご し ゃ か た か な ら 
保護 省 の 方 へ 必ず お 肝 み くだ さい 。 
@ 小 さ な 部 品 が あり ます 。 口 の 中 に は 総和 に 入れ な いで くだ さい 。 略 委 な どの 危険 が あり ます 。 
@AV ケ ー ブ ル や スト ラッ プ を 首 に か け て ふざけ た り 、 乱 虹 に 沙 は な いで くだ さい 。 窒 過 な どの 誠 附 が め り ま す 。 
お と な と いっ し よ @AV ケ ー ブ ル や スト ラッ プ を 所 な ど に 巻き つけ た り し な いで くだ さい 。 血 が か よわ な く な り 危 険 で す 。 
@ 誤 飲 、AV ケ ー ブ ル 、 ス トラ ッ プ に よる 沖 故 の 計 附 が あり ます の で 、3 皇 未 消 の お 子 様 に は 納 対 に 生 え な いで くだ さい 。 
(9 @ バ チ を 振る 時 は 、 周 り の 人 や 物 に 上 ぶつ か ら な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 ま た 、 バ チ が 手 か ら 離れ な いよ うに 、 ス トラ ッ プ 
0 に 通し パ テ を し っ か り に ぎっ て スト ッ パ ー で し め て くだ さい 。。 ら 
ーー | @ 肖 明 人 は 梱包 材 で す の で 開封 後 は すぐ に 捨て て くだ さい , 衣 明 3 袋 を 頭 か ら 被っ た り 顔 を 緒 っ た り し な いで くだ さい 1。 窒 自 
する 恐れ が あり ます 。 
@ 本 動 部 の 隙間 に は 指 な ど を 入れ な いで くだ さい 。 は さま れ て ケガ を する 恐れ が あり ます 。 
@ バ パチ を ぶつ けた り 、 ふ ぶり ま わす な ど 誠 暴 な 遊び は し な いで くだ さい 。 
@ 安 全 の 為 、 破 損し た バチ は 使用 し な いで くだ さい 。 
@⑥ テ レビ へ の 接続 、AC ア ダブ ター( 別 売り ) の 取り 付け な ど は 保護 着 の 方 が 行っ て くだ さい 。 
@AV ケ ー ブ ル の 先負 は 機能 上 、 突っ て いま す の で 取り 扱い に 注意 し て くだ さい 。 EE 
@⑥AC ア ダブ プター( 別 売り ) を 使用 する 場合 は 、 必 ず 「 テ レビ に つない で すぐ プレ イシ リー ズ 専 用 」 の 本 体 用 AC ア ダブ ター 
を 使用 し て くだ さい 。 
@ 濾 ん だ 後 は 、 、3 地 未満 の お 子 様 の の 届 か な い 所 に 保 汚 し て くだ さい 。 
(電池 を 誤 使 用 する と 発 破 : 液 濡れ の 如 れ が あり ます 。 下 記 に 注意 し て くだ さい 。》 
@ 充 電 式 (ニカ ド な ど ) 電 池 は 、 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 
@ 十 い 電池 と 新しい 電池 、 いろ いろ な 種類 の 電池 を まぜ て 使わ な いで くだ さい 。 
@ 得 池 は 、 必ず ー -( マ イナ ス ) 側 を 先 に 入れ 、+ー 3228 
@ 輝 ん だ 後 は 、 必 ず スイ ッ チ を 切り 、 電池 を は ず し て くだ さ 
@ シ ョ ー ト させ た り 、 科 電 、 分 角 、 加 吉 、 OcXfcp し ue だ au。 


まん いち 


@ 廊 一 、 電 池 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と き は 大 量 の 水 で 洗い 、 医師 に 相談 し て くだ さい 。 ひ ぶ や 服 に 付い た と き は 水 で 洗っ て くだ さい 。 


まき つけ な い 












し よう じょう ちゅう い 


使用 上 の 注意 


せい ひん きのう じょう で ん ち よう りょう て いか で ん ち よう りょう 


人 @ 製 品 の の 機能 上 、 電池 才 量 の 低下 し た 電池 を 使用 し た り 、 使用 中 に 電池 宮 量 が 備 下 し て くる と 画面 が 各 れ た り 、8 映ら な か っ た り 、 反応 し な いな ど 


せい じょう 


WNWDS が os 合 は 全て の 電池 を 新しい 電池 (1 .5V) と 交換 し て くだ さい 。 


ん こし ょ う へ ん けい 


@ 破 失 泊 芝 形 の 剛 と な D ま す の で 、 、AV ケ ー ブ ル を 引っ 張っ た り 、 夫 体 、 バ チ な ど に 無理 な 力 を 加え な いで くだ さい 。 

@ 本 体 の の 大吉 面 や 文字 名 を 必要 以 に 茎 く 押し た り 、 た た いた り 、 踏 みつ けた り し な いで くだ さい 。 

@ 沙 と し た り 、 強い 衝撃 や 無理 な 力 を 加え な いで くだ さい 。 

@ 付 属 の バチ は 、 ゲ ー ム 以外 の 事 に は 使用 し な いで くだ さい 。 

@ 人 悦 の テ の で 近 信 の 最 竹 を た た か な いで くだ さい 。 

@ バ チ の た た き 廊 に よっ て は 、 友 応 し に くい 場合 合 が あり ます 。 

@ 滋 点 と き は 、 周 団 や 近隣 の 迷惑 に な ら な いよ うに 、 遊 ぶ 時 間 帯 や 振動 、 昔 な ど に 注意 し て くだ さい 。 

@ 断 線 の 原因 に な り ま す の で 、 ケ ー ブ ル な 抜く 時 は 必ず プラ グ 部 分 を 持っ て 抜い て くだ さい 。 

@ 渦 温 、 多 混 の 場所 や 直射 日 光 が 当 た る 場所 で の 使用 や 保管 は 行わ な いで くだ さい 。 

分 解 や 改造 は 行わ な いで くだ さい >。 

@ 有 水性 は あり ませ ん 。 水 に ぬら さ な い で くだ さい 。 

@ 立 価 映像 は 見 る 角度 に よっ て は 、 ち ら つ く 場 合 が あり ます が 、 才 障 で は あり ませ ん 。 

@ 授 続 する テレ ビ に よっ て は 、 、 ゲ ー ム 中 の 音 の 大 き さ と テレ ビ 番組 な どの 音 の 大 き さ に 差 が ある 場合 が あり ます 。 そ の よう な 場合 $ は 、 テ レビ 番組 
に 切り 替え る 時 に 普 便 を 調節 し て くだ さい 。 IS 

@⑥ プ ロジ ェクション テレ ビ ( ス クリ ー ン 投影 式 の テレ ビ ) に 接続 し な いで くだ さい 。 残 條 象 (画面 焼け ) が 生じ る こと が あり ます 。 


@ 電 池 を 廃棄 する 場合 は 、 各 上 自治体 の 条件 に 従っ て 廃棄 し て くだ さい 。 


@ 本 製品 は 日 本 国内 専用 で す 。 海 外 で は テレ ビ の 構造. 放送 形式 な ど が 異な り ま す の で 使用 で きま せん 。 











































けん こう じょう ちゅ う い 
上 の 注意 
ひ ろう すい みん ぶ そく た いち ょ うふ りょう いん し ゅ か た びょう ちゅ う び ぴょ う ご 
@ 疲 労 、 種 記 不 中 、 体 調 不 良 、 飲 酒 し て いる 方 、 病 中 病後 、 BI ら 講和 有 kfr て いる rd は Fi いで くだ さい 
@ 体 に ケガ な ど 異 常 が ある 時 は 、 絶対 に 底 ば な いで くだ さ 
@ 疲 れ た 状態 や 連続 し て 胡 時 間 に わ た る 使用 は 、 間 Oi 
@ ご くま れ に 、 強い 光 の 刺激 や 点滅 を 受け た り 、 テ レビ 画面 な ど を 見 た り し て いる 時 に 、 一 時 的 に 筋 肉 の けい れん や 意識 の 愉 な どの 
症状 を 起こ す 人 が いま す 。 こ うし た 症状 を 経験 し た 人 は 、 使用 する 前 に 必ず 医師 と 相談 し て くだ さい 。 ま た 、 使 用 し て いて この よう な 
症状 が 起き た 場合 合 に は 、 但 、 使 用 を 止め 、B 医師 の 診察 を 受け て くだ さい 。 時 
@ 合 用 中 に めまい : 吐き 気 疲労 乗り 物 酔い に 似 た 症状 な ど を 感じ た 場合 は 、 直 ち に 使用 を 中 止 し て くだ さい 。 そ の 後 も 不 据 虐 が 費 い 
て いる 場合 は 、 話 師 の 診 穴 を 受け て くだ さい 。 
@ 使 用 し て いて 、 、 手 や 腕 な ど に 疲労 不快 な 痛み を 感じ た と き は 、 合用 を 中 止 し て くだ さい 。 ヽ 。 そ の 後 も 痛み 、 不 快感 が 続い て いる 場合 
は 、 医 師 の 診 穴 を 受け て くだ さい 。 それ を 誠 っ た 場合 、 胡 期 に わた る 隊 害 を 引き 起こ す 可能 性 が あり ます 。 
@ 自 の 疲労 や 乾 提 、 異常 気づい た 場合 、 一 紳 使 用 を 中 止 し 5 分 か ら 10 分 の 休憩 を し て くだ さい 。 
@ 他 の 要因 に より 、 手 や 受 な どの 一 部 に 障害 が 認め られ た り 、 疲れ て いる 場合 に は 、 使 用 する こと に よっ て 、 凡 化 する 可能 性 が あり ます 。 
その よう な 場合 に は 、 便 用 する 前 に 医師 と 相談 し て くだ さい 。 た 和 
@ 使 用 する 時 は 、 部 屋 を 明る くし 、 な る べく テレ ロ 画 押 か ら 離れ て くだ さい 。 ま た 、 長 時 簡 使 用 する と き は 、1 時 間 こ と に 15 公 程度 条 中 
し て くだ さい 。 


AV ケー ブル や AC ア ダブ ター( 別 売り ) の プラ グ は し っ か り と 奥 ま で 差し 込ん で くだ さい 。 
プラ グ が 奥 ま で 差し 込ま れ て いな いと 、 テ レビ 画面 に 何 も 映 ら な か っ た り 画 面 が 乱れ た りす る 場合 が あり ます 。 
UiLKC ヨ IE7CG ーーー ニー 
に 表示 され る [ [We ] マ ー ク は 電 池 容 量 が 少な く な っ た お 知ら せ で す 。 
(マー ク は 容量 の 低下 に 伴っ て 点滅 が は や く な り ま す ) 
= 
@ 面 が 乱れ る 、 消え る 、 動か な い 、 映ら な いな どの 症状 が 出る 場合 が あり ます 。 
この よう な 場合 は 、 い っ た ん 全て の 電池 を 新しい 電池 (1.5V) と 交換 し て テス ト し て くだ さい 。 








ロ o そ 


この 度 は 、 弊 社 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 弊社 で は 、 よ り 良 い 製品 を お 届け する 
た め に 、 常 に 研究 ・ 改 良 を お こ な っ て お り ま す 。 その た め 、 生 産 ロ ッ ト に より 多少 仕様 が 異な る 製品 が ご ざい ます が 、 
ご 了承 くだ さい 。 品質 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 お 気づき の 点 が ご ざい まし た ら 、 下記 まで ご 連絡 くだ さい 。 


〒300-4193 淡 城 県 土浦 市 藤沢 3647-5 
(株 ) エ ポッ ク 社 お 客 様 サ ービス セン ター [電話 受付 時 間 ] 


TEL. 089- 868- 5789 月 金曜 日 ( 祝 ・ 祭 日 及び 弊社 特 休日 を 除く )10 時 一 12 時 、13 時 一 17 時 


人 \ の な いよ う 、 よ く 確 か め て か ら お か け く だ さい 。) 


まい 





ゆ し ゅ つ えい きょう し 


固 本 製品 の 輸出 、 営業 使用 お よび 賃貸 を 禁じ ます 
固 木 製品 に は 2Kavi く “テクノロジー が 使わ れ て いま す 。 


だ いか ぶし き が いし ゃ と うろ くし ょ う ひ ょ う 


国 )XaviXK は 新 世代 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 





sm 上川 リグ 福 


イ ュ ン 
東京 都 台東 区 駒形 ら - ら - ら 
MADE IN CHINA 
⑥ 藤 子 プロ ・ 小 学 館 ・ テレ ビ 朝 日 ・ シ ン エ イ ・ADK @⑥2010 EPOCH CO.,LTD. @2010 SSD COMPANY LIMITED 





ウ ン べき 
oe ーー 
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ーー キキ エコ ニー る ーー ユニ ーー テニ ーー ニー ニニ ー テ sa ニ ペー へ ユミ エニー ニキ た ニー ペー ニー 








ちゅ う 


@ 安 全 上 の 注意 、 使 用 上 の 注意 バ 和 ニ ニー ワード < ドド 
@ 健 康 上 の 注意 、 故 障 か な ? と 思っ た ら 
セッ ト 内 容 & 各 部 の 名 称 、 バ チ の に ぎり 方 …………………… 
@ 電 池 の 入 れ 方 、 AC ア ダ プター、 オ ー ト パワ ー オ フ ER 
@ テ レビ と の 接続 、 映 像 お よび 音声 の 遅れ に つい て ………… 
⑱ な まえ に ゅ うり よく 、 文 字 の 入力 方 汽 へ つの つ つ 研 研 上 ーー 
メニ ュー、 た いと こえ ん そう ゲー 人 ee 


⑱@ た いこ で くう き ほ う ア ド ベ ンチ ャ ー の … ド eee 





旬 ひ びら が が で で に oooooooooooooeooooooooooooooooooeeeoooooooooo 


休 カタカナ 、 え い ご 、 す うじ ll …① 人 ① で や 條 eeeoeoooeeeoeeeseoeeoe 


旬 ク イズ の 本人 0 (265 | あび 
り っ た い ず か ん 、 ボ イス さい せい 上 人 沈ま 


SGOGQOGG9O@GGOO@O の OO の OO ひら @ 


ごう 


ロレ ャ ーー 


ーー ニー ニーー 


も ー 


で ん げん 


電源 スイ ッ チ 





ひだ り た い 


左 太 鼓 ン ふち スイ ッ チ 


ひだ り た い 


太鼓 ン ふ ち ス イッ チ 


右 太鼓 / 面 スイ ツチ 


ほ 三 た い 4 に ガツ 
本 体育 」 面 
2 ミー 


鼓 ノ 面 ス イッ チ 








AC ア ダブ プター ジャ ッ ク 





- スト ラッ プ 
※ パ チ の スト ラ ッ プ に を 鞍 し て か ら 、 ツリ ッ プ Mk 


部 を し っ か り と 掘っ て くだ さい 、。 
※ パ バチ が 飛ば な いよ うに 、 ス トッ パー を 調節 し て 
スト ラッ プ が 外れ な いよ うに し て くだ さい 。 
※ ス トラ ッ プ の スト ッ パ ー は 身 度 な 位置 に 調節 
し 、 締 めす ぎ な いよ うに し て くだ さい 。 
















プラ ス の ドラ イ バー を 催 っ て ネジ を は ず し 、 
電池 ブタ の ツメ を ひっ ぱり な が ら 開 け ま す 。 


電池 の +ー (プラ スマ イナ ス ) の 向き に 注意 し て 、 
図 の よう に アル カリ 単 3 形 LR6) 電池 4 本 (別売 り ) 
を マイ ナス 側 か ら セ ッ ト し 、 電 池 ブ タ を 閉じ て し っ 
か り と ネジ で と め て くだ さい 。 


ほん た い 


本 体 の 電池 寿命 償 は アル カリ 電池 使用 時 で 約 8 時 間 で 
す 。 使 用 状況 、 電池 の 種類 、 電 池 容量 (1.5V 以 下 ) な ど 
に より 短く な り ま す 。 

製品 の 機能 上 、 電 池 人 容量 の 低下 し た 電池 を 使用 し た り 、 
使用 中 に 電池 人 容量 が 低下 し て くる と 画 軍 が 乱れ た り 、 
映ら な いな ど 正 常に 機能 し な い 場合 が あり ます 。 そ の 


場合 は 、 す べ て の 電池 を 新しい 電池 (1.5V) と 交換 し て 


くだ さい 。 


9 組 5 天 選 
※ ル カリ 電池 を ご 使用 ぺ だ さい 5 








OAC ア タブ ター ( 競 を り ) 合用 する 韻 合 は 、 必 ず 「 テ レビ に つない で すぐ プレ イシ リー ズ 専 用 」 の 
本 体 用 AC ア タプ ター を 使用 し て くだ さい 。 S 二 
〇 AC ア ダ プ ター (別売 り ) で 遊ぶ 場合 は 、 電池 は 必要 あり ませ ん 。 | 


〇 AC ア ダ プ ター (別売 り )) の プラ グ の 抜き 差し は 、 本 体 の 電源 を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 





JC の その 
\ ko で EEEPCEYEECcrrriie シッ ク 


電池 を 使用 し て 遊 ほん で いる と き に 、 太鼓 や ボタ ン 、 文 字 盤 で の 操作 や 入力 を 何 も せ ず に 約 15 分 経 
過す る と 、 自 自動 的 に 電源 が オフ に な り ま す 。 本 


また 、 本 体 用 AC ア タ メダ ター - (別売 り ) を 使用 し て いる と き に 約 1 6 時 間 放置 する と 、 自動 的 に 電源 が 
オフ に な り ま す 。 自 動 的 に 電源 が オフ に な っ た 場合 は 、 再 度 電源 を 入れ 直し て くだ さい 。 









硬 人 付 届 の モノ ラル AV ケー ブル を 人 し て テレ ビ と 接続 し ます 。 
本 体 上 側 の すき ま (一 邊 下がっ た と ころ ) か ら ケ ー ブ ル を 出し て くだ さい 。 


ほん た し 


※AV ケ ー ブ ル や AC ア ダブ プター (別売 り ) の ケ 人 の に で 条 か Youxk う 介し ro 


の Fe よ け 
に 
〇 ) 


ケー ブル が 外 へ 出る 。 


ほん た いう え が わ 


本 体 上 側 の すき ま 
AG アダ イソ ポー (別売 きり ) ン ャ ッ ツ 





ぶ に ゅ うり ょ く た ん し 


脆 AV ケー ブル を テレ ビ の 人 部 入力 端子 に 提 績 し ます 。 
※AV ケ ー ブ ル は し っ か り と 奥 ま で 差し 込ん で < くださ い 。 


だ ん せん げん ぶ 


※ 断 線 の 原因 と な り ま す の で 、 ケ ケー ブル を 抜く と き は 必ず プラ グ 部 分 を 持っ て 
まっ すぐ 抜い て くだ さい 。 
が い ぶ に ゅ うり ょ く えい ぞう 


※ テ レビ の 「 入 力 切 り 替 え ボタ ン 』 な ど を 提 じ で 、 人 入力 の 欠か 仙 る よう に 調 本 し て < だ さ い 。 


が い ぶ に ゅ うり ょ く た ん し に ゅ うり よ ょ と りあ つか いせ つめ いし ょ 


か AV 旨い 












映像 大 モノ - 介 戸 - 有 
| 接続 し た 庄子 が ビデ オ 入 力 2 の 場合 は の 
入力 切り 苦 え ボ タン な ど を 押し て 、 ) 
ビデ オ 2 の 映像 が 映る よう に し ます 。 


上 人 お より 人 の 語れ に つい て p DVD レコ ー ー タ な どの ビデ ナオ 機 嘩 を 條 し て 、 明 音声 を テレ ビ に 表示 する 
合 、 映 像 や 音 声 の 出力 に 眉 れ が 生じ 、 正確 な タイ ミン グ で 太鼓 を た た いて いて も 、 う まく ゲー ム が プレ イ で き な い 
場合 が あり ます 。 こ の 場合 $ は 、 直 接 テレ ビ に 接続 し て お 試し くだ さい 。 リー 
また 、 直 接 テ レビ に 接続 し て あっ て も 、 ご 使用 の テレ ビ の 機種 に よっ て は 、 上 記 と 同様 に 映像 や 音 声 の 出力 に 遅れ が 
生じ る 場合 も あり ます 。 そ の よう な 場合 S、 ご 使用 の テレ ビ の 機能 と し て 、 「 ゲ ー ム モー ド ) な どの ゲー ム プ レイ に 適し た 
モー ド が ご ざい まし た ら 、 ま ず は そちら を お 試し くだ さい 。 「 ゲ ー ム モー ド 」 な ど に 切り 替え て も タイ ミン グ に 違和感 が 
ある 場合 や 、 ご 使用 の テレ ビ に 「 ゲ ー ム モー ー ド | な ど が 無い 場合 は 、 以下 の 「 タ イミ ング ちょ う せ い 」 を お 試し くだ さい 。 
※ ご 使用 の テレ ビ の 機能 に つき まし て は 、 テ レビ の 取扱 説明 書 を ご 確認 8 くだ さい 。 


タイミング ち ょ う せ い [メニ ュー 画 面 | (P9) に て (人) を 者 し な が ら 、 潮 ポタ ン を 角 し て 

「 タ イミ ング ちょ う せい 画面 に 入り ます 。 

方 向 ボタ ン の 左右 で 、 タ イミ ング を 調整 し ます 。 

2 が 右 へ の びる ほど 、 タイ ミン グ が 遅く な り ます 。 

| 調 詳 し た あと 、 赤 ボタ ン を 押す と 「 メ ニュ ー 画 に 戻り ます 。 

[た いこ えん そう ゲー ム (P9) や 「 ひ ら り マ ント ] (P15) で 太 吉 を た た いた 時 の タイ ミ > ング を 確認 し て くだ さい 。 
※ 電 源 を 切る と 、 調 整 し た タイ ミン グ は 最速 (ゲー ジ の 左端 ) に 戻り ます 。 
























つの Vs 


アル ファ ベッ ト (AZ) 一 一? 
各 マス の 左下 、 鈴 の 模様 の 
上 に 書か れ て いま す 。 





みぎ し た 数 字 (0 ご 20) 
ひら が な の 右 下 に 各 マス の 左下 、 ドラ や き の 
書か れ て いま す 。 上 に 書 か れ て いま す 。 





が めん も ど 
メニ ュー 画面 に 戻っ た り 
か く 
各 モ ー ド を や め る と き に 
つか 
使い ます 。 








ラ 表 
クイ ズ な ど で ヒ ント を 見 る と き 
つか 
な ど に 使い ます 。 


| 回 | ボタ ン 
ボタ ン 


で ん けん 


電源 スイ ッ チ 
「 り っ た いす か ん ] や 電源 を 入れ た り 切っ た り 
文字 の 入力 で 使い ます 。 し ます 。 
ひだ り た い こ みぎ た い こ 
左 太鼓 ふち スイ ッ チ 右 太鼓 / ふち スイ ッ チ 
生 に 「 た いこ えん そう ゲー ム 」 詩 に 「 た いこ えん そう ゲー ム ! 
で 使い ます 。 で 使い ます 。 
ひだ り た い ご ざた い こ 
左 太鼓 / 面 ス イ ッ チ . 右 太 協 面 スイ ッ ツチ. 


ゲー ム の 他 、 メニ ュー 操作 で も 
使え ます 。 


ゲー ム の 他 、 メニ ュー 操作 で も 
使え ます 。 


あか 
青 ボ タ * ブ _ 赤 ボ タン て い 
メニ ュー を 戻っ た り 、 方 向 ボタ ン メー ユー を 決定 し た り 、 
立体 イ ラス ト を 総 \ す る メニ ュー を 選ん だ ! 【 人 立体 イ ラス ト を 拡大 する 
と き な ど に 使い ます 。 立体 イラ 1 ト を 回 転 する と き な ど に 使い ます 。 
と き な ど に 使い ます 。 


/ 





プー 
| 長 音 








間 泊 を 入れ し ば らく する と [な まえ を いれ て ね 箇 半 」 に な り ます 。 
- 名 前 を 入れ て か ら 、 方 向 ボタ ン の 左右 で 「 く ん 」 か 「 ち ゃ ん 」 を 
選ん で くだ さい 。 
xs 間 | 名前 の 入力 が 終わ っ た ら 、 赤 ボタ ン を 押し て くだ さい 。 
一 ドラ えも ん が 名 前 を 呼ん で くれ ます 。 
な 、 人 人 を 入れ 涙する よう に な っ て いま す 。 
※ 名 前 入力 中 に 文字 を まち が えた 場合 、 較 ボ タン も し く は 青 ボ タン を 押す と 
し た 支 池 を ご 支 ず っ 消す こと が で きま す 。 
※ 加 ボタン を 押す と スペ ー ス を あけ る こと が で きま す 。 
※ 「 な まえ に ゆ ゅ うり よく 画面 ] で メニ ュー を 押す か 太鼓 を た た く と 、 名 前 入力 を し な いで 


「 タ イト ル 画 面 ] に 進む こと が で きま す 。 


_ れい 


じ お に ゅ うり ょ く | あ ] 
文字 盤 の 文字 を 押す と 入力 で きま す 。 あ 

濁点 お よび 半 当 カ 点 を 使う 文字 が 
文字 盤 の 文字 を 押し て か ら 「 * 」 、「 " 」 を 押し ます 。 





「 か 」「"」 





も じ ば ん も じ お ちょ うお ん お ーー [だ | | 一 」 
文字 盤 の 文字 を 押し て か ら 長 音 「 一 」 を 押し ます 。 た 


] 全 に NEO 朋 同門 h に 2E3 と か っ 





し や 「 し 」+「 ゃ 」 


文字 盤 の 文字 を 押 し て か ら 
昌 「 や 」、「 ゆ ] 、 |、「 よ ] や 「 っ 」 を 押し ます 。 - 
じゃ いあ ん 「 じ ゃ いあ ん 」 と 入力 し た い 場 合 は 、 
[し ] キ | "」 寺 「 や J 十 「 い 」 十 「 あ お 」 二 [ん 」 の 順に 文字 を 押し ます 。 
※ 入 力 で きる 文字 数 は 、 ひら が な 8 文字 まで で す 。 


※ 小 さ い 「 ぁ 」 「 い ] 1 う ] 「 え ] 「 お ] は 入力 で きま せん 。 
さい せい 
※ 長 音 「 一 」 は 、 前 の 文字 の 還 音 (あい うえ お ) で 再生 され ます 。「 ん 」 の 後 の 長 音 一] は 「 ん 」 で 再生 され ます 。 











、@ タ イト ル 箇 首 
名 前 の 入力 が 終わ る と 、 「 タ イト ル 画 面 面 」 に な り ます 。 
「 タ イ トル 画面 」 で メニ ュー を 押す と 「 メ ニュ ー 画 商 に な り ま す 。 
太鼓 面 を た た く と 、 「 夢 を か な えて ドラ えも ん 」 の 曲 で 
| 「 た いこ えん そう ゲー ム ] 7 が 始ま り ます 。 ま た 「 タ イ トル 画 軸 面 で 
_  。 文字 盤 の どれ か の 文字 を 押す と 「 ひ ら が な ボー ド 」 の 画面 に 移り ます 。 
の 語 還 の | @⑨ メ ニュ ー 画 面 

2 7 個 「 バ ニュ ー 画 打 耐 」 で 方 向 ボタ ン の 左右 で 好き な モー ー ド を 選ぶ こと が で きま す 。 
モー ド を 選ん で か ら 赤 ポタ ン を 近 す と 、 5 の ピー ド が 始ま り ます 。 


1 だ り 。 た いこ 


0 | ※ 左 の 太鼓 面 で 選択 、 右 の 大 吉男 決定 する こと も 可能 で す 。 


ただ し! ご る ん で つ 7ー ム 











いう 3 いう な 曲 に 合 わせ 、 上 か ら ら 落 ち て ぐる マー ク や マー ク に タイ ミン グ を 合わ せ て 、 


太 設 の ぶち と 画 の 4 カ所 だ だ こき 、 得点 獲得 する ゲー ム で す 。 君 は 合点 と れる が な? 


「 メ ニュ ー 箇 商 ] で 、「 た いこ えん そう ゲー ム 」 を 選択 し 、 

ホホ ボタ ン を 押し ます 。 

「 き ょ くせ ん た く 画 向 で 曲 を 選び 、 「 レ ベル せん た < 南 画商 で レベ ル を 
選択 、 さ ら に 「 ス テー ジ せ ん た く 画面 ] で 好き な ステ ー ジ を 選び 
DKOAN か ボタ ン を 知 し て ゲー ム を スタ ー ト さ せま す 。 















。 せん た く 0 
※ 選 択 や 決定 は 、 7 パチ で 
た い こ めん 


左右 の 太鼓 面 を た た く 
こと だ で や で きま す 。 


| Re 手 に た uv あら て < る ⑨@ マ ー ー ク や ツマ ー ク を 


< 
スー = 
ー ーー 
ミュ 暫 に 
だ に 
っ ィ 訪 


は ね : 9 お LA 当 。 

※ や さ し い (リトミック) を 選択 する と 、 
すき な タイ ミン グ で 太鼓 を た た く こ と が で きま す 。 
好き な 曲 を 聞き な が ら み ん な で 盛り 上 が ろう ! 





















た おち ゎ ゃ て 4 所 で す 。 





に リツ が た 
面 の たたき 方 


| を の を 別 々 に 打ち 人 け ます 。 


大役 症 の 場合 





| 落ち て くる 
| 太鼓 に 触れ た と ころ で 、 
| ふち を た た きま す 。 


※ 失 雪 の ふち を た た く と き は 、 イ ラス ト の 
伯 と 株 の あい だ を た た いて くだ さい 。 










1) 
/ 





た の 人 作 を の を 人 人 
同時 に た た きま す 。 すばやく た た きま す 。 





きん りん か ん た い し ん どう 


re の oeu ょ うに 昌 人 curd 意 し て くだ さい 。 

@ 太 鼓 は 必要 以上 に 強く た た か な いで くだ さい 。 

@ 製 品 の 仕様 上 大 鼓 面 スイ ツチ を た た いた 時 に 、 た た く 位置 や た た く 強 さ に よっ て は ふち スイ ッ チ も 入力 され る 場合 
が あり ます 。 ま た 、 ふ ち ス イッ チ や 同様 に 太鼓 面 ス イッ チ が 入力 され る 場合 が あり ます が 、 故障 で は あり ませ ん 。 

@ パ バチ を ぶつ けた り 、 ふ り ま わす な ど 乱暴 な 遊び は し な いで くだ さい 。 

@ 付 属 の バチ 以外 の も の で 、 本 体 の 太鼓 を た た か な いで くだ さい 。 














や や ま 。 お ん が く か な か 

〇 山 の 音楽 家 
O も り の < まき ん 〇 雪 5 
〇 弧 路 は 続く よど こま で も 〇 お お 救 場 は みどり 
〇 雨 ふ り 

じ ょ き ょ く 

〇 ウィリアム ・ テ ル 序 曲 」 より 
O『 カル メン 」. より 〇 クシ コス ・ ポ スト 


じ こく じ ょ き ょ く けい き へ い じ ょ き ょ く 


〇 「 天 国 と 地 狼 」 序曲 〇 「 経 騎兵 」 序 


だ い 番 み ゆう し ゃ 。 か え 


〇 ハン ガリ ー 舞 曲 第 5 番 〇 見 よ 、 勇 者 は 帰る 


は な 
〇 花 の ワル ツ 
こう きょう きょく だ い ば ん うん めい 


〇 交 党 曲 第 5 番 「 運 命 」 

こう きょう きょく だ い ば ぼ ば 
方 を か な ぇ えて ドラ えも ん 基 

〇 忠 れ ・ どれ ・ ド ラ ドラ えも ん 音頭 

〇 ドラ えも ん の うた 

〇 サイ コー・ エ ブリ ディ ! 

〇 ドン スカ パン パン お うえ ん だ ん 

〇 岩の上 の ポニ ョ 


いち まん じゃ く 


〇 アル プス 一 万 尺 

〇 ジン グル ベル 

〇 うれ し いひ な まつ り 
〇 ちょ うち ょ う 


だ い が くし ょ う 


新選 界 より 」 第 4 楽章 











と 文字 入 の 和 を 便 い 、 薬 し く 部 びな が ら 新しい 言葉 を 見 つ 





が (0 


ぎ 


の SE が 5 "まさ 


Aa マジ 















Op AO さっ 


| 太鼓 の 面 人 だ た ぐ と 、 空 気 砲 を つつ こと が で きま す 。 


[メニ ュー 画 画面 ] で 「 た いこ で くう き ほ う ア ド ベ ンチ ャ ー ー] を 選 凌 択 し 、 
赤 ボタ ン を 押し ます 。 


「 た いこ で くう き ほ う ア ド ベ ンチ ャ ー」 に は 、 

「 こ と ば の も り 」 、「 こ と ば の うみ 」 、 [こと ば の タイ ム ト ン ネル 」 の 

3 つの ステ ー ジ が あり ます 。 

方 向 ボタ ン の 左右 で ステ ー ジ を 選択 し 、 示 ホ ボ タン で 決定 し て くだ さい 。 
※ 選 択 や 決定 は 、 バ チ で 左右 の 太鼓 面 を た た く こ と で も 可能 で す 。 


ゲー ム の すさ め 方 


太鼓 を た た いて 空気 砲 を うち 、 ロ ボッ ト を 倒し て いき ます 。 
画面 の 左側 は 左 太鼓 、 右 側 は 右 太 鼓 を 使い ます 。 

文字 を 持っ て いる ロボ ッ ト を うち 落と し て いく と 
新しい 言葉 を 見 つけ る こと が で きま す 。 


中 ボス は 、 何 度 も 空気 身 を 当て な いと 倒せ ませ ん 。 
連打 を し て 、 捕 まっ て いる 生き 物 た ち を た すけ 出し まし ょ う 。 


た すけ た 生き 物 た ちの 名 前 に 文字 が 抜け て いる と ころ が ある の で 、 
文字 冬 か ら 文字 を 選び 、 名 前 を 完成 させ まし ょ う 。 
※ 正 解す る まで 何 度 で も チャ レン ジ す る こと が で きま す 。 


最後 の ボス は 手ごわい よ 。 
が ん ば っ て や っ つけ よう ! 
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ける ゲー ム で す 。 


ーーーーー ア ーーーーーーーーーーーーーーーー 














サカ に 

6 回 4 ュ は 人 刀 の 07cOY2k コ [3 

球 イ ラス や が 3 ウイズ と で 、 党 ひら 5 自作 と ひら 7 が 78 の 
arg 覚 々 る る ご と が で きる モー ド で す 。 





メニ ュー 画面 で 「 ひ ら が な 」 を 選ぶ と 、 
[ひら が な 画面 」 に な り ま す 。 





方 向 ボタ ン の 左右 で 、 
「 ひ ら が な ボー ド ]」 、「 ひ ら が な か る た 」 、 [ひら が な クイ ズ ] の 
どれ か を 選ん で 赤 ボ タン で 決定 し て くだ さい 。 


ひら が な ポー ド ド 


れい ば あい 


文字 路 の 文字 を 押す と 、 そ の 文字 で は じ ま る 物 の 
立体 イラ スト と 名 前 が 画面 に 表示 され ます 。 


「 け 」 の 場合 








「 け 」 を 狗 す と 度 rg」 を 角 す と 





度 、 「 け ] を 交 す と 壇 池 が 


け 一 き の 立体 イ ラス ト と けし ご Go 人 イ ラス ト と 大 きく 表示 され ます 。 
名 前 が 表示 され ます 。 文字 が 表示 され ます 。 この 画面 で ヒン ト を 押す と 









書き 順 が 表示 され ます 。 


も じ 、 ひょう じ り っ た い か ず > 
※ 文 字 こ と に 表示 され る 立体 イ フス ト の 数 は 異な り ます 。 
だ く て ん ・ は ん だ く て ん 


※ 小 さい 「 や . や 」 「 ゅ 」 「 ょ ] 「 っ 」 、 長音 一 濁点 「 *」 、 半 濁点 「 "」 は 、 
書き 順 表 示 は あり ませ ん 。 





1 ど 





cc (UK の 73IO7IE2SG: 
必中 GU 







ほう こう 


ほう こう 


方 向 ボ タン や 失 雪 で 立体 イラ スト を 2 
助 か す こと が で きま す 。 





メニ ュー 商 革 で [カタ カナ 』 を 選ぶ と 、 カタ カナ 箇 向 」 に な り ます 。 3 
方 向 ボ タン の 左右 で 、 [カタ カナ ボー ド ] 、 [カタカナ か る た 」 、 「 カ タカ ナク イズ 」 の どれ か を 選ん で 
ボボ タン で 決定 し て くだ さい 。 











方 向 ボタ ン の 左右 、 ま た は 
左右 の 太鼓 面 を た た く と 





株 イラ ス | に 半生 し 











赤 ノ 青 ボタ ン を 押す と 左右 の 太鼓 面 を 同 時 に 


り っ た い 


上 に ベルコ 
(K) 記 中 入 ア 2 ペコ 















立体 イラ ス | ト が た だ た だ くど 立体 イラ ス ト が | -4 攻 la smlPa) eal : ーー 3 
拡大 お ジャ ンプ し ます 。 メニ ュー 画 和 面 で 「 え い ご ] を 選ぶ と 、「 え い ご 画面 ] に な り ます 。 3 間 





方 向 ボタ ン の 左 ち で 、 人 ド ]」 、 「 え い ど か る た |、 [えい ご クイ ズ ] 靖 間 は 昌 jp 


えい ご クイ スズ 


か ッ $ な ッ ト N 
か る た に 書か れ て いる 文字 と 同じ 文字 を 、 遊び 方 は 、 ひ ら が な ボー ド の 
[ひら が な ボー ド 」| 、 「 ひ ら が な か る た 」 、 「 ひ ら が な クイ ズ 」 と 同じ で す 。 


文科 か ら 探し て 交 し て くだ さい 。 まき 蘭 較 RS 間 | 12--13 ペ ー ジ を 見 て くだ さい 

ヒン ト を 押す と 、 音 声 で イラ スト の 名 前 を 聞く こと が で きま す 。 回 半 病 NNN 、 を ME 
左右 の 太鼓 を た た く と 、 立 体 イラ スト が 左右 に 身 転 し ます 。 ( 

10 問 正解 する と 終了 で す 。 


















に に と 4 ソル の 
底 】MK3(HNE 上 





メニ ュー 画 画 庫 で 「 す うじ 」 を 選ぶ と 、「 す うじ 画面 」 に な り ます 。 


方 向 ボタ ン の 左右 で 、 「 す うじ ボー ド 」 、 「 す うじ か る た 」 、 [すう じ ク イズ 」 [ | 
の どれ か を 條 ん で 赤 ボタ ン で 決定 し て ぐだ さい 


内 CPU67」 [= p す あ ゆり が きた PT の アァ 】 


席 イラ スト の 名 前 の 空欄 に 入る 文字 を 、 文 字 般 から 探 し て 押し て くだ さい 。 
※ ま ち が え て も 正解 する まで 入力 する こと が で きま す 。 
ヒン ト を 押す と 、 イ ラス ト の 名 前 を 聞く こと が で きま す 。 


た い こ 


| g 

] 
左右 の 太鼓 を た た く と 、 二 文字 ずつ 読み 上 げ て くれ ます 。 | 

| 





5 
っ だ RI SR EEHII IIRー コ ビー Ei を 


Ce eee)9) 久信 = 錠 包 登 











8 2 ク の 2 、 藩 び 方 は 、 ひ ら が な ボー ド の 

ブッ クリ に の 「 ひ ら が な ボー ド ] 、「 ひ ら が な か る た 」 、 「 ひ ら が な クイ ズ ] と 同じ で す 。 
12…13 ペ ー ジ を 見 て くだ さい 。 

※ 回 転 な どの 操作 を する こと は で きま せん 。 

※1020 は 書き 妥 表 示 は あり ませ ん 。 


た い こ 


※ 左 右 の 太鼓 を た た く と 、 数 字 を 読み 上 げた り 、 数 を 数 えた り し ます 。 
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10 問 正解 する と 終了 で す 。 





ニー 





ーー ーーー ニー ーーーーーーーーーーーーーー 一 アニ ーー ーー デー ャ ャ テマ ーー ンー ニニ ーー デー デー ニー - ーー ニーーーーーーーーーーーー テ ーーー ァ デー ーー デーーーーー デ ーーーーーー ェ ーーーー ニ ー ェ ーー ニー ューーーー テ ー= ェ ーー デニーー= ュ マニ ニーー= ニュ テニ ーー ニニ ユ テ ュー ネー ニー ニーーーーーー テ ー エ ーー ニニ ーー ネー ニー テニ < ター テ ー ニ ーー エー テニ ーー ニー ニー ニー ュー ニュ ーー ーーー ニー テー ーー ーー ーー 


) ル 6 
K 











当 々 な ウイズ c 和 徐々 な が ら 償 し ここ ごと ば に 背 し お ご と が で きま す 。 







や 上 メニ ュー 画面 で 「 ク イズ ] を 選ぶ と 、「 ク イズ 画面 」 に な り ま す 。 
し 方 向 ボタ ン の 左右 で 、 「 シ ル エッ トク イズ ] 、「 き お くり ょ く クイ ズ ] 、 
mm 「 し り と り ク イズ 」 の どれ か を 選ん で 赤 ボ タン で 決定 し て くだ さい 。 


aa で 、「 ひ ら り マ ント ] を 選択 し 、 赤 ボ タン を 押し ます 。 
「 レ ベル せん た く 画 面 」 で 、 レベ ル を 選択 し 、 
赤 ボ タン を 押し て ゲー ム を スタ ー ト させ ます 。 


ニュ ュ ュ ーッ ーー ニュ ニュ エニ キー キー 


始め に 、「 鈴 」 の 音 で リズ ム を お ぼ え ます 。 

請 次 に 、 色 々 な も の が 飛ん で くる の で 、 左 右 の 太鼓 を た た いて 跳ね 没 し ます 。 
| 先ほど の 「 鈴 」 と 同じ リズ ム で 太鼓 を た た く と 、 う まく 跳ね 返す こと が 

ll で きま す 。 





| 熟 *e ン の 左右 で 答え を 選び 、 


赤 ボ タ ン で 決定 し ます 。 
※ 選 択 や 決定 は 、 バチ で 左右 の 太鼓 面 
た た く こ と で も 可能 で す 。 


ひだ りう え 











和仁 | <oWc ぁ eo を 9 っ か | ん で 替え る クイ ズ で す 。 
[メニュー 画商 」 で 、 [パイ パイ ン 」 を 選択 し 、 赤 ボタ ン を 押し ます 罰 向 ボタ ン の 左右 で 等 え を 過 
ー ニ ュー 画 ヽ ヽ 2 小 ら 
を 導 赤 ボ タン で 決定 し ます 。 


「 レ ベル せん た く < 下面 」 で 、 レベ ル を 選択 し 、 
赤 ボ タン を 押し て ゲー ム を スタ ー ー ト させ ます 。 


た い こ めん 


※ 選 択 や 決定 は 、 / パチ で 左右 の 太鼓 面 を 
た た く こ と で も 可能 で す 。 








画面 の 上 の イ フス ト の 名 前 の 最後 の 文字 と 、 同じ 文字 か ら 始ま る 
前 の も の を 、 下 の 3 つか ら 違 ん で 答え る クイ ズ で す 。 


ゲー ム が スタ ー ト し た ら 、 ド ラ や きか 増え る の で 
大 の 宙 を た た いて 、 どん どん 食べ まし ょ う 。 ウン Sh の 7 レン 
時 間 (20 秒 ) 肉 に 、 ド ラ や き で 画 衛 が いつ ぱい に な っ て し まう と 、 上 Se 








で 答え を 選び 、 
ゲー ム オ ー バ ー で す 。 方 向 ポタ ン の 左 え を 選 
赤 ボ タン で 決定 し ます 。 


※ 選 択 や 決定 は 、 パ チ で 左右 の 太鼓 面 を 
た た く こ と で も 可能 で す 。 
※ ど の クイ ズ も 、 まち が えて も 正解 する まで 答え る こと が で きま す 。 


し ゅ うり ょ う 


※10 問 正解 する と 終了 で す 。 








